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0. はじめに 

 

本ガイドでは、CLIQS v1.6 を使って、一次元電気泳動ゲルあるいはウェスタンブロットの画像から、分子量やバン

ドボリュームの定量を行う方法を説明いたします。実際の操作手順にしたがって記載されていますので、本ガイドの

手順に従って操作を進めていいただければ、 ひととおりの解析を行うことが可能です。 

 

下の表のように CLIQS v1.6 は様々な用途にお使いいただくことが可能です。この中で、本ガイドでは、一元電気

泳動ゲルからの DNA/タンパク質バンドの検出と分子量およびバンド量の定量、ウェスタンブロットからのタンパク

質定量、DGGE ゲルやRFLP ゲルからのレーン間バンドパターンマッチングと系統樹解析、について説明させていた

だきます。その他の解析の方法や本ガイドに書かれていない詳細な機能についてお知りになりたい方は英語版マニュ

アルをお読みください。 

 

 

 

CLIQSソフトウェアは電子ライセンスで供給されます。電子ライセンスではインターネット経由でライセンスの管理

を行います。ソフトウェアをインストールできる PC は 1 ライセンスあたり 1 台までです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析モード 用途 本ガイドでの説明 

1D Gel / Western Blot analysis 

サイズ未知バンドの分子量の算出 

○ 既知濃度のバンドから未知バンドのタンパク質/DNA量を定量 

ゲル内でのバンドパターンマッチングと系統樹解析 

Analysis Toolbox 

一次元電気泳動ゲルあるいはウェスタンブロット上の特定の

バンドの相対定量 
○ 

スロットブロットやドットブロット上のタンパク質/DNA量の

相対定量 

Array analysis 

マクロタイタープレートからのウェル定量 

 

マクロアレイからの定量 

Colony Counting 

ディッシュ上のコロニー数のカウント、ボリュームの算出 

 
二次元電気泳動ゲルからのスポット定量 

（ゲル間マッチングには非対応） 
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1． 一次元電気泳動ゲル／ウェスタンブロットのバンド分子量とバンド濃度の定量 

1D ゲル画像あるいはウェスタンブロット画像からのバンド分子量やバンド濃度を定量するには 1D Gel / 

Western Blot analysisを使用します。ここでは単一染色画像の解析方法を解説します。 

1－1． ソフトウェアの起動 

 (1) デスクトップの    アイコンをダ

ブルクリックしてください。 

 (2) コントロールセンターが開きます。

4 つの解析モードがあります。「1D 

Gel / Western Blot analysis」を選

んでクリックしてください。 

 (3) 解析画面が開きます。解析はスクリ

ーン上部のナビゲートにしたがって

左から右に向かって順に進めていき

ます。各画面については 下記をご参

照ください。 

A)  ツールダイアログ  

解析を実施するためのツール 

B) イメージウィンドウ 

ゲルやブロットの画像 

C) レーンプロファイルウィンドウ  

各レーンの縦断プロファイル 

D) メジャーメントウィンドウ  

数値データ（定量結果） 

 

A 

B 

C 

D 
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1－2． 画像の取り込みと修正 

 

 

(4) ツールダイアログの 「Open Image...」

を押してください。 

 (5) 解析したい画像を１つ選んで「開く」 

を押してください。 

 (6) 画像が開き、自動的に「Create 

Lanes ステップ」に進みます。 

 

画像の白黒反転やコントラスト調整を

行いたい場合は、イメージウィンドウ

の  ボタンを押してください。    

画像が左右反転している、上下反転し

ている、撮影角度が斜めにずれていた

などの場合は、コントロールセンター

に戻って「Edit Images and Create 

Multiplex Images」を押してくださ

い。 

画像を修正する必要がない場合は、本

ガイド1-3に進んで、そのまま解析を

進めてください。 
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 (7)   を押すとコントラスト調整画面

が現れます。 

 

コントラストの調整は、主に画面中央

のヒストグラムを使って行います。ヒ

ストグラムは、横軸がピクセルのシグ

ナル強度（つまり濃淡、 右にいくほど

濃い）、縦軸がその強度を持つ ピクセ

ルの数です。 

 

 

 (8) ヒストグラムの山を左右のスライダ

ーで狭くはさむとコントラストが上

がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、スライダーを全体的に左に寄せ

ると画像が暗くなります。逆に右に寄

せると画像が明るくなります。 

 (9) 一度変更したコントラストを元に戻

すには「Defaults」を押してくださ

い。 
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 (10) 画像を白黒反転させたい場合は、右

上の「Invert display」を押してくだ

さい。 

 (11) 「OK」ボタンを押すと、変更がイ

メージウィンドウに反映されます。 

 (12) 変更が反映されました。 

 

解析する画像の調整が終わったらレー

ン検出に進みます。 
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1－3． レーン検出 

 (13) イメージウィンドウのゲル画像上

でクリック＆ドラッグすると、緑

色のボックスが現れ、レーン検出

の範囲を選択することができま

す。 

 

➢ 一度作った検出範囲をクリアしたい

場合は、 画像上のどこかで右クリッ

クしてください。 緑の枠が消えます。 

 (14) 自動レーン検出を行います。 

            が 選 択 さ 

れ て い る こ と を 確 認 

し 、「Detect Lanes」ボタンを押

してください。 

 

➢ 1 枚の画像に1つのゲルの場合は 

Titer 数（左 側の点線のところ）は 1 

にしてください。1 枚の画像に複数の

ゲルを撮影した画像の場合は ゲル枚

数をTiter数に設定します。ピンク色

の線が現れますので、クリック＆ドラ

ッグでゲルの境目を指定してくださ

い。 

 (15) レーンが自動検出されました。 

レーンにはレーン番号が自動的に

割り振られます（左から順番）。赤

色のラインがレーンの上端と下端

（Lane Box と呼ばれます）、緑色

のラインが現在選択されているレ

ーン、青色のラインが選択されて

いないレーンです。レーン番号を

クリックすると、選択レーンを変 

更できます。 
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 (16) レーンが正しく検出されているか

確認してく ださい。 

正しく検出されていない場合は、

手作業で修正を加えることが可能

です。操作（17）を参考に、ツー

ルダイアログの各種ツールを使用

して、修正を行ってください。 

 (17) マニュアル修正の各ツールの簡単

な説明については、左の説明をご参

照ください（詳細につきましては英

語版マニュアルをお読みください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 補足 ① 

歪んだレーンに合わせてレーン検出枠を

曲げたい。 

 

左側のパネルで「Bend / Resize Lane」

を選んでください。次に、ゲル画像上で

左クリックすると、その位置に☐が現れ

ます。この□を動かすことでレーン検出

枠を曲げることができます。 

 

レーンの修正を適用する 元に戻す 

マニュアルでレーン検出を行う 

（一度Restartしてから行ってください） 

レーンの上端と下端の赤色のラインを自由に動かす 

レーンの上端と下端の赤色のラインを上下に動かす 

レーンを追加する 

レーン幅を変える、レーンを傾かせる、レーンを曲げる 

レーンの位置を上下左右に動かす 

スマイリングに対応するためにGrimaceを追加する 

選択中のレーンの幅をすべてのレーンに適用する 

すべてのレーンを削除して、レーン検出を最初からやり直す 

選択中のレーンを削除する 
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 補足 ② 

斜めになったバンドやスマイリングした

バンドを正確に検出するために。 

 

左側のパネルで「Add Grimaces」を選択

します。斜めになったバンドやスマイリ

ングしたバンドに沿うように線を曲げる

ことで、バンド検出と定量を正確に行う

ことが可能になります。 

 

 

 

 

 

 (18) レーン作成と修正が終わったら、ナ

ビゲーターの     ボタンを押し

て次に進んでください。 
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1－4． バックグラウンド補正 

 (19) バックグラウンド・レベルの検出と

補正を行います。 

すべてのゲルやブロットにはバック

グラウンドがあります。バンドボリ

ュームを正しく定量するためには、

バックグラウンド補正は重要です

（バンド分子量を定量するだけな

ら、バックグラウンド補正は必ずし

も必要ではありません）。 

本ソフトウェアでは、５種類の自動

バックグラウンド補正メソッドが用

意されています。５つの中から１つ

を選択して、ボタンを押してくださ

い。各メソッドの詳細については、

ツールダイアログに現れる説明書を

お読みいただくか、英語版マニュア

ルをご参照ください。 

通常はRolling Ballメソッドを推奨

しています。Rolling Ballを選択した

場合は、右側に現れるボックスに数

値を入力して、    ボタンを押して

ください（数値は200 から始めてみ

てください） 

 

➢ バックグラウンド補正を行わない

場合は、「No Background」を選

択してください。 

➢ Valley to Valleyメソッドは、先に

バンド検出を行う必要がありま

す。 

 (20) バックグラウンド補正を行うと、レ

ーンプロファイルウィンドウに紫色

のバックグラウンドラインが表示さ

れます。 
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 (21) バックグラウンド補正はマニュア

ルで行うことも可能です。 

 

マニュアルによるバックグラウンド

補正では、３つの方法を選択するこ

とができます。それぞれの詳細につ

いては、ツールダイアログに現れる

説明書きをお読みいただくか、 英語

版マニュアルをご参照ください。 

 (22) バックグラウンド補正が終わった

ら、ナビゲーターの     ボタンを

押して次に進んでください。 
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1－5． バンド検出 

 (23) バンドの検出を行います。 

 

ツールダイアログの「Detect Bands」

ボタンを押して、バンドの自動検出を

行ってください。 

 (24) バンドが自動で検出されました。 

 

イメージウィンドウの◆が、検出され

たバンドのピークです（バンドピーク

とは、最もシグナル強度が強いところ

のことです）。 

 

 

 

 

 

 

 

レーンプロファイルウィンドウでは、

検出されたバンドピークに→が示さ

れ、分子量の大きい方から順にバンド

番号が割り振られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

メジャーメントウィンドウには各バン

ドの定量値が表示されます。 

 

 

 

 

 



CLIQS v1.6 1D ゲル & ウェスタンブロット解析ガイド 

13 

 

 (25) バンドの検出が上手くいっていな

い（バンドではないところがバンドと

して検出されている、バンドがあるの

に検出されていない）場合は、ツール

ダイアログのパラメーターを調整し

てバンド検出感度を変更してくださ

い。パラメーターは３種類あります。 

 

⚫ Minimum slope 

Slopeとはプロファイル中のカーブの 

立ち上がり角度のことです。Minimum 

slope はその最小値です。数値を大きく 

すると検出感度が下がり、薄いバンド 

が検出されなくなります。 

⚫ Noise reduction 

ノイズの閾値です。数値を大きくする 

ほど、検出されるバンド数が少なくなり

ます。 

⚫ % Max 

ゲル中の最も濃いバンドのピークに対 

するピーク強度のパーセンテージで 

す。数値を大きくするほど、検出される 

バンド数が少なくなります。 

 

 (26) バンドを手動で追加したり、削除し

たりすることもできます。 

 

ツールダイアログの            を

押してください。 

バンドを削除するには、イメージウィ

ンドウ上で削除したいバンドの◆の上

にカーソルを合わせ、右クリックして

ください。 

右クリック＆ドラッグで囲むとその範

囲のバンドをまとめて消すこともでき

ます。 

また、ゲル上のすべてのバンド検出を

やりなおすには、「Clear Bands」を押

してください。 

バンドを追加するには、イメージウィ

ンドウ上で追加したいバンドの上にカ

ーソルを合わせて左クリックしてくだ

さい。 
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 (27) バンドボリュームの定量を行う場

合、バンドエッジ（バンドの境界）

を正しく検出することも重要です。

バンドエッジはイメージディスプレ

イ上で赤色のラインで表示されてい

ます。 

 

デフォルトでは、バンドエッジは 

Automatic Detection法により検出

されていますが、別の方法を選択す

ることも可能です。 

別の方法を選択するには、ツールダ

イアログの 「Advanced Options...」

を押してください。 

Band Detection Options ボックス

が現れます。Edge Detection のド

ロップダウンメニューからメソッド

を選択してください。 

メソッドを選択すると、イメージデ

ィスプレイ上のバンドエッジ（赤色

のライン）がリアルタイムに変わり

ます。イメージディスプレイを確認

して「Done」を押してください。 

 

 (28) バンドエッジはマニュアルで修正

することもできます。 

 

ツールダイアログの             

を押してください。 

イメージウィンドウのバンドエッジ

（赤色のライン）の上にカーソルを

合わせると、⇔が現れます。⇔を動

かしてエッジラインを調整してくだ

さい。 
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 (29) バンドピークの検出とバンドエッ

ジの調整が終わったら、ナビゲータ

ーの     ボタンを押して次に進ん 

でください。 
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1－6． 分子量の算出 

 (30) 分子量マーカーから各バンドの分

子量の算出を行います。 

 

ツールダイアログのドロップダウン

メニューから使用している分子量マ

ーカーを選んでく ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

リストに目的の分子量マーカーがな

いときは、設定していただくことが

できます。操作（37）をご参照くだ

さい。 

 (31) イメージウィンドウで、同じ分子量

マーカーを流したすべてのレーンを

クリックで選択してください（マー

カー番号やバンドの上をクリック 

すると選択できませんので、レーン

の何もないところをクリックしてく

ださい）。 

 

マーカーレーンを選択すると、その

レーンの バンドピークが◆から◆

に変わります。複数のマーカーレー

ンを選んだ場合は等分子量ライン

（黄色のライン）が引かれます。 

 (32) Curve Type を選択してください。

Cubic Spline がお奨めです。各アル

ゴリズムの詳細につきましては英語

版マニュアルをご参照ください。 
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 (33) 分子量の算出に Rf値（相対移動度）

を使用する場合は、「Use Rf to 

propagate sizes」にチェックを入れ

てください。 

 

Rf 計算の基準 （Rf =1.0となるとこ

ろ）は、レ ―ン検出の下端です。 

 (34) 「Compute size」を押すと分子量

が計算され、メジャーメントウィン

ドウの MW欄に計算結果が表示さ

れます。赤字は分子量マーカーの範

囲から外れているバンドです。 

 

グラフウィンドウには分子量キャリ

ブレーションカーブが表示されま

す。 

 (36) 分子量計算をやり直したいときは、

「Clear sizes」を押すと、計算結果

をクリアすることができます。 
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 (37) お使いの分子量マーカーが登録さ

れていない場合は新たに作成するこ

とができます。 

 

① 「Edit」ボタンを押すとEdit 

Standard ボックスが開きます。 

②      ボタンを押すと新たなマーカ

ー を追加することができます。 

③ 追加するマーカーの名前を入力し

てください。 

④ 分子量の単位をドロップダウンか

ら選んでください。 

⑤ 各バンドの分子量を大きい方から

順に入力してください。 

⑥ 「Done」を押して終了してくださ

い。 

 

 

 (38) 分子算出が終わったら、ナビゲータ

ーの       ボタンを押して次に進

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  

④  

①  

③  

⑥  

②  
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1－7． ガウシアン・フィッティング 

 (39) ガウシアン・フィッティング（正規

フィッティング）は、バンド同士が近

接して重なり合っているときに有効

なオプション機能です。バンドが近接

していると、それぞれのバンド濃度を

正確に算出するのが困難ですが、ガウ

シアン・フィッティングを用いると、

重なり合ったバンドをそれぞれのバ

ンドに分解してバンドボリュームを

算出することが可能になります。 

 

ガウシアン・フィッティングを行うに

は、バンドピークの検出とバックグラ

ウンド補正が終わっている必要があ

ります。また、精確なフィッティング

のためには、バンドピーク（レーンプ

ロファイリングウィンドウの → と

イメージウィンドウの◆）が、本来の

ピーク位置に正確に検出されている

必要があります。 

 

 

 

 

 (40) ガウシアン・フィッティングには、

Basic とAdvancedの２つがありま

す。 

 

バックグラウンド補正が行われ、バン

ドピークが正確な位置に検出されて

いれ ば、Advancedの方が精確です。

ただし、 Advanced フィッティング

は、バンド数が多いときには処理に時

間がかかります。 

Advancedフィッティングを行うに

は、ツールダ イアログの「Advanced 

Fitting」にチェックを入れ、その上の 

「Fit Gaussians to Peaks」ボタンを

押してください。 

「Apply to all lanes」にチェックを

入れるとすべてのレーンのフィッテ

ィングが行われます。チェックを入れ

ないとイメージウィンドウで緑色に

選択されているレーンだけ行われま

す。 

フィッティング前 フィッティング後 
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 (41) Basicフィッティングは、Advanced 

フィッティングに較べるとフィッティン

グ精度は劣りますが、短時間で処理する

ことができます。 

 

Basic フィッティングを行うには、

「Advanced Fitting」にチェックを入れ

ずに、「Fit Gaussians to Peaks」ボタン

を押してください。選択中のレーンのフ

ィッティングが行われます。 

 

「Apply to all lanes」にチェックを入れ

るとすべてのレーンのフィッティングが

行われるのは、Advanced フィッティン

グと同様です。 

 (43) 「Delete Gaussians」タンを押す

と、最初からフィッティングをやり直

すことができます。 

 (44) フィッティングをマニュアルで修

正することもできます。 

 

ガウシアンカーブ（赤色のライン）の

上にある□をクリック＆ドラッグで

動かしてフィッティングを調整して

ください。 

カーブのピークにある□を動かすと、

カーブを上下左右に動かすことがで

きます。カーブの左右の裾にある□を

動かすと、カーブの幅を調整すること

ができます。 
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 (45) ガウシアンカーブによって得られ

たバンドボリュームは、メジャーメ

ントウィンドウに緑色で表示されま

す。 

 

表示されない場合は、メジャーメント

ウィンドウの     ボタンを押して、 

Select Table Column ボ ッ ク ス 

を表示させ、 「Gaussian volume」

にチェックを入れてください。 

 (46) ガウシアン・フィッティングが終わ

ったら、ナ ビゲーターの      ボタ

ンを押して次に進んでください。 
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1－8． バンド量のキャリブレーション 

 (47) バンド量のキャリブレーションを

行います。 個々のバンドボリューム

は既に計算され、メジャーメントウィ

ンドウの Volume 欄に黒字で、ある

いはガウシアン・フィッティングを行

った場合は Gaussian Vol 欄に緑字

で表示されています。 

 

ここでは、いくつかのバンドの濃度が

既にわかっている場合に、その値から

未知バンドの濃度を計算する方法を

説明します。 

 (48) 計算には３つの方法があります。ど

れか１つを選択してください。 

 

⚫  Use Calibration Curve 

いくつかの濃度既知のバンドからスタ

ンダードカーブを作成し、未知バンドの

濃度を定量します。 

⚫  Quantify Individual Lanes 

各レーンの合計のバンド量を入力し、そ

の値から各バンドのバンド濃度を定量

します。 

⚫  Band Group Calibration 

いくつかのバンドの平均バンド濃度あ

るいは合計バンド濃度から、未知バンド

の濃度を定量します。 

 

操作（49）～ (67) で各方法の操作

方法を順に説明します。 

 (49) Use Calibration Curve の使い方を

説明します。 

 

「Use Calibration Curve」を選んで

ください。 



CLIQS v1.6 1D ゲル & ウェスタンブロット解析ガイド 

23 

 

 (50) ツールダイアログにあるドロップ

ダウンメニ ューで単位を選択してく

ださい。 

 (51) イメージウィンドウで濃度既知の

バンドの上をクリックし、ボックスに

バンド量（バンド濃度）を入力してく

ださい。バンド上のマークが◆から◆

に変わります。 

 (52) スタンダードカーブに使用するす

べての既知濃度バンドに数値を入力

してください。 

 

間違ったバンドを選択してしまった

場合は、バンド上で右クリックすると

解除することができます。 
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 (53) 入力した値に基づき、グラフウィン

ドウにスタンダードカーブが作られ

ます。 

 

ドロップダウンメニューで、カーブの

種類を選択してください。 

 (54) グラフの 0 点を通す場合は、

「Force through Origin」にチェッ

クを入れてください。 

 (55) 「Calibrate」ボタンを押すと、ス

タンダードカー ブに基づき、未知バ

ンドのバンド量（バンド濃度）が計算

されます（ガウシアン・フィッティン 

グを行っている場合は Gaussian 

Volから、そうでない場合はVolume 

から計算されます）。 

 

計算結果は、メジャーメントウィンド

ウのCalib Vol欄に表示されます。 
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 (56) やり直したい時は「Clear」ボタン

を押してください。確認画面が出ます

ので「はい」を押してください。 

 

そのままで良ければ、操作 (67) に

進んでください。 

 (57) Quantify Individual Lanes の操作

方法を説明し ます。 

 

「Quantify Individual Lanes」を選

択してください。 

 (58) ツールダイアログにあるドロップ

ダウンメニューで単位を選択してく

ださい。 
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 (59) ツールダイアログのボックスに各

レーンの総バンド量を入力してくだ

さい（単位は操作（58）で設定した

単位です）。 

 

 (60) 「Calibrate」ボタンを押すと、未

知バンドのバンド量（バンド濃度）が

計算されます（ガウシアン・フィッテ 

ィングを行っている場合は 

Gaussian Volから、そうでない場合

は Volume から計算されます）。 

 

計算結果は、メジャーメントウィンド

ウのCalib Vol欄に表示されます。 

 (61) やり直したい時は 「Clear」ボタン

を押してください。確認画面が出ます

ので 「はい」を押してください。 

 

そのままで良ければ、操作 (67)に進

んでください。 
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 (62) Band Group Calibrationの操作方

法を説明し ます。 

 

「Band Group Calibration」を選択

してください。 

 (63) 計算に使用する複数のバンドをイ

メージウィンドウ上でクリックして

選択してください。選択した バンド

のマークが◆から◆に変わります。 

 (64) ツールダイアログ で、「their 

average volume」あるいは「their 

collective volume」を選択してくだ

さい。ドロップダウンメニューから単

位を選び、ボックスにノーマライゼー

ション後のボリュームを入力してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

例えば「their average volume」を

選び100を入力すると、操作（63）

で選んだバンドの平均値が100にな

るように計算されます。「their 

collective volume」を選ぶと、合計

が100 になるように計算されます。 
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 (65) 「Calibrate」ボタンを押すと、未

知バンドのバンド量（バンド濃度）が

計算されます（ガウシアン・フィッテ 

ィングを行っている 場合は 

Gaussian Volから、そうでない場合

はVolume から計算されます）。 

 

計算結果は、メジャーメントウィンド

ウのCalib Vol 欄に表示されます。 

 (66) やり直したい時は「Clear」ボタン

を押してください。確認画面が出ます

ので「はい」を押してください。 

 

そのままで良ければ、操作 (67) に

進んでください。 

 (67) バンド量のキャリブレーションが

終わったら、 ナビゲーターの      

ボタンを押して次に進んでくださ

い。 
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1－9． ノーマライゼーション 

 (68) バンドボリュームのノーマライゼ

ーションを行います。レーン間でのロ

ーディングのバラつきを補正するこ

とができるため、サンプル間でのバン

ドボリュームの比較定量を行いたい

場合に便利な機能です。 

 

3 つのノーマライゼーション方法を

ご選択いただけます。 

⚫  Single Band Normalisation 

特定の（1つの）バンドを指定し、その

バンドボリュームを100としたときの、

その他のバンドの相対値を算出します。

ゲル上で検出されているすべてのバン

ドの相対値を返します。 

⚫  Matched Bands Normalisation 

特定の（1つの）バンドを指定し、その

バンドボリュームを100としたときの、

その他のバンドの相対値を算出します。

そのバンドにマッチするバンドが存在

するレーンのみついて、相対値が与えら

れます。マッチするバンドがないレーン

については、すべてのバンドの数値が０

（ゼロ）になります。この機能をお使い

いただくためには事前にレーン間での

バンドマッチングが必要です。 

⚫  All Bands in Lane 

指定したレーンに属する全てのバンド

ボリュームを100 とし、それぞれのバ

ンドにマッチするバンドがその他のレ

ーンにある場合には、その相対量（100

に対する相対値）を算出します。マッチ

するバンドがない場合は値が0（ゼロ）

になります。この機能をお使いいただく

ためには事前にレーン間でのバンドマ

ッチングが必要です。 

 

尚、ノーマライゼーションを行わない

場合は、「No Normalisation」を選択

していただくことができます。 
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 (69) Single Band Normalisationの操作

方法を説明します。 

 

「Single Band Normalisation」を選

択してください。 

 (70) イメージウィンドウでノーマライ

ゼーションの 基準とするバンドをひ

とつ選んでクリックしてください。選

択したバンドのマークが◆から◆に

変わります。 

 (71) ノーマライゼーション後のバンド

ボリュームは、メジャーメントウィン

ドウのNorm’d Vol 欄に表示されま

す。 

 

表示されない場合はメジャーメント

ウィンドウの     ボタンを押して、

Select Table Column ボックスを表

示させ、「Normalised Volume」に 

チェックを入れてください。 



CLIQS v1.6 1D ゲル & ウェスタンブロット解析ガイド 

31 

 

 (72) Matched Bands Normalisationの

操作方法を説明します。 

 

「Matched Bands Normalisation」

を選択してください。 

 

このノーマライゼーション法を行う

ためには、事前にレーン間でのバンド

のマッチングが必要です。マッチング

の方法については、「1-10. Rfキャリ

ブレーション」と「1-11. バンドマ

ッチング」をご参照ください。 

 (73) イメージウィンドウでノーマライ

ゼーションの 基準とするバンドをひ

とつ選んでクリックしてください。選

択したバンドのマークが◆から◆に

変わります。 

 (74) ノーマライゼーション後のバンド

ボリュームは、メジャーメントウィン

ドウのNorm’d Vol 欄に表示されま

す（表示誰ない場合は     ボタンを

押して選択）。 

 

(73)で選択したバンドにマッチする

バンドがないレーンはすべてのバン

ドのNorm’d Volが０（ゼロ）になり

ます（下記参照）。 
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 (75) All Bands in Laneの操作方法を説

明します。 

 

「All Bands in Lane」を選択してく

ださい。 

 

このノーマライゼーション法を行う

ためには、事前にレーン間でのバンド

のマッチングが必要です。マッチング

の方法については、「1-10. Rfキャリ

ブレーション」と「1-11. バンドマ

ッチング」をご参照ください。 

 (76) イメージウィンドウでノーマライ

ゼーションの 基準とするレーンをク

リックしてください。何もないところ

ではなく、バンドの◆の上をクリック

する必要があります。 

 

選択したレーンのすべてのバンドの

Norm’d Vol が100 になります（下記

参照） 

 

 

 

 

 

 

別のレーンの数値をご覧ください。リ

ファレンスレーンにマッチしない（リ

ファレンスレーンいない）バンドの

Norm’d Vol は0（ゼロ）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レーン 2 をノーマライゼーションのリファレンスレーン

とする場合はこの上をクリック 
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 (77) バンド量のキャリブレーションが

終わったら、ナビゲーターの      

ボタンを押して次に進んでくださ

い。 
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1－10． Rf キャリブレーション 

 (78) Rf キャリブレーションを行います。 

 

Rf（Retardation Factor）とは、レー

ン全体の長さを１としたときの相対

的な長さ‘（相対移動度）です。した

がって Rf は０～１の数値となりま

す。 

Rf キャリブレーションを行うとゲル

の歪みやレーン間での同一バンドの

移動度の違いを補正することが可能

になります。このことにより分子量の

正確な算出が可能になります。 

また、バンドマッチング（１－１１）

を行うためには、必ずRf のキャリブ

レーションを行ってください。 

 

 (79) Rf キャリブレーションを行うため

には、まずツールダイアログで各種

の設定を行います。 

 

⚫ Keep Rf Lines aligned with 

(79) 以降の操作でRfラインを作成

すると各ラインのRf値（０～１）

が入力されますが、その数値をどの

レーンから算出するかを選択しま

す。分子量マーカーレーンを選ぶこ

とをお奨めします。 

⚫ Use curved Rf lines 

(79) 以降の操作でRfラインを作成

する際に、Rfポイント間を曲線にし

たい場合はチェックを入れてくだ

さい（通常はチェックを入れます）。 

⚫ Snap Rf Line to Bands when 

dragging 

(79) 以降の操作でRfラインを作成

する際に、追加したRfポイントが

バンド検出ポイントに重なりやす

いようにします。 

 

上記の設定はRf ライン追加中にも

変更することができます。 
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 (80) Rf ラインを作成（追加）します。 

 

カーソルが表示されていること

を確認し、Rfラインを追加したい任

意の場所で左クリックしてください。

赤いRfラインが新たに追加されま

す。 

 (81) Rf ポイントを追加します。 

 

カーソルが表示されているこ

とを確認し、「keep Rf Lines aligned 

with」で指定したレーンのバンドの

上をクリックしてください。 

□がそのバンドの上に追加されます。 

バンド検出ポイントからずれた場合

は、左クリックしながらドラッグする

と動かすことができます（下図参照）。 

 

 

 (82) 同様に、別のレーンの同一のバンド

にもRfポイントを追加していって

ください（分子量マーカー同士を結

ぶと良いです）。 

    

赤いラインがなるべく直線になる

ようにしてください。 
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 (83) (81)と(82)の操作を繰り返し、Rf

ラインを追加していってください。 

 

間違ったRfラインや不要なRfライ

ンは、ライン上で右クリックすると

消すことができます。 

 (84) それぞれのバンドのRf値はメジャ

ーメントウィンドウの Rf欄に表示

されます。 

 (85) Rf キャリブレーションが終わった

ら   ボタンを押して次に進んで

ください。 
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1－11． バンドマッチング 

 (86) レーン間でのバンドマッチングを

行います。マッチングとは同一のバン

ドをレーン間で紐づけして同じ分子

のバンドとしてデータを扱えるよう

にすることです。 

 (87) まずはReference レーンの選択を

行います。Reference レーンとはマ

ッチングの基準となるレーンです。 

 

デフォルトでは「Synthetic Lane」

が選択されています。Synthetic 

Laneとはすべてのサンプルレーン

をマージした人工的なレーンのこ

とを言います。Synthetic Lane に

は、どれか1つのレーンにでも存在

するバンドはすべて反映されます。 

➢ 分子量マーカーをSynthetic Lane

に入れないためには、1-6 で分子量

マーカーレーンをすべて選択して

おく必要があります。 

 (88) Synthetic Lane以外をReference

レーンにしたいときには下記の操

作を行ってください。 

① 「Change」を押してください。 

② Add/Select Reference lanes が開

きます。左側のLane in the current

のドロップダウンからReference

とするレーンを選んでください（分

子量マーカーのレーンを選ぶのが通

常です）。 

③ ↓ボタンを押して下に加えてくださ

い。 

④ 「Done」を押してください。 

➢ 右側のGlobal Libraryに追加すると

Referenceレーン候補の一覧を作る

ことができます。 

①  

②  

③  

④  
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 (89)  Referenceレーンが選択されまし

た。 

 (90) 「Match Lanes」を押すとマッチン

グが実行されます。 

 (91) マッチングが行われました。紫色の

ラインで結ばれた◆のバンドが「同

一」として認識されたバンドです。 
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 (92) どれくらい離れたバンドまで同一

のバンドとして認識するかを調整

するためには、ツールダイアログの

下記の部分で「Vector」の数字を変

更してください。数字を大きくすれ

ばするほど離れたバンドも同一の

バンドとして認識されます。 

 

 

 

変更を反映するには、再度「Match 

Lanes」を押してください。 

 

 (93) 「Match Standard Lanes」にチェ

ックを入れると、スタンダードレーン

もマッチングの対象になります。 

➢ スタンダードレーンとは    の印

がついたレーンです。 

変更を反映するには、再度「Match 

Lanes」を押してください。 

➢ 「1-9. ノーマライゼーション」で、

「Matched Bands Normalisation」

あるいは「All Bands in Lane」を選ぶ

ときには必ずチェックを入れてくだ

さい。 

 

 

 (94) バンドマッチングは1つ1つのバ

ンドをマニュアルでマッチングさ

せることもできます。 

⚫  Edit Matches 

左クリックでマッチングするバンド

を追加、右クリックで削除（マッチン

グ解消）することができます。操作の

前にReferenceレーン画像上で、こ

れからマッチさせるバンドをクリッ

クして選択してからら始めてくださ

い。 

⚫  Edit Reference Lane 

Referenceレーンでバンドが認識さ

れていない場合、左クリックでバンド

認識をさせることができます。 
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 (95) バンドマッチングが行われると、メ

ジャーメントウィンドウの

「Comparisonタブ」、「Band 

Matirx タブ」、「Similarityタブ」に

数値が入力されます。 

 (95) Comparisonテーブルでは、マッチ

したバンドのレーン間におけるバ

ンド量などを比較することができ

ます。マッチしたバンドがない場合

レーンは数値が抜けています。 

 (95) Band Matrix テーブルでは、各レ

ーンでの、それぞれのバンドの「あ

り」と「なし」が「１」と「０」で

表示されます。 
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 (95) Similarityテーブルではレーン同士

のバンドパターンの類似度が数字

で表示されます。類似度は０～１で

表示され、１が類似度100%です。 

 

Similarityの計算はDice 法で行わ

れます。 

 (96)    ボタンを押して次に進んで

ください。 
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1－12． アノテーション 

 

 (97) イメージウィンドウ上で各バンドに

バンド名などのメモを付与すること

ができます。 

 

メモを追加したいバンドの上でクリ

ックし、ボックスに文字を入力してく

ださい。 

 (98) フォントタイプ、フォントサイズ枠の

形、枠の背景色、線の太さ、線の色な

どはツールダイアログで変更するこ

とが可能です。 

 

メモを消したい時は、「Delete 

Selected」ボタンを押してくださ

い。 

 (99) メモの追加が終わったら、ナビゲー

ターの      ボタンを押して次に

進んでください。 

 

 

 

 



CLIQS v1.6 1D ゲル & ウェスタンブロット解析ガイド 

43 

 

1－13． レポート 

 (100) ツールダイアログで作成するレポート

の種類 を選ぶことができます。それぞ

れのボタンを 押すと、PDF 形式のレポ

ートが自動で作成さ れます。 

 

⚫ Analysis Report  

イメージウィンドウのイメージ、レーンプ

ロファイル、メジャーメント ウィンドウに

表示されている各項目の数値データ 

⚫  Quantity Calibration Report 

イメージウィンドウのイメージ、バン ド量

スタンダードカーブ、スタンダードカーブ

の数値データ 

⚫  Lane Report  

選択したレーンのレーンプロファイ ル、選

択したレーンのメジャーメント ウィンド

ウに表示されている各項目の数値データ

（レーンの選択はイメージウィンドウ上 

のバンドをクリックすることで行う） 

⚫  Molecular Size Report  

分子量 キャリブレーションカーブ と キ

ャリブレーションカーブの数値データ 

 (101) Current Lane Report を使うと、選択

中のレーンの情報をレポートに追記す

ることができます。 

 

「Display Analysis Parameters」にチ

ェックを入れると、レポートに解析条件

を含めることができます。 

以上で、1D Gel / Western blot analysisによるバンド分子量とバンド濃度の定量は完了です。 

一度解析を行うと、その解析で使用した各種のパラメーターをプロトコールとして保存して、後で呼び出して使

用することが可能です。保存したプロトコールに従って自動で解析を行いますので、同じような解析を繰り返し

行う場合に便利な機能です。 
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1－14． 自動解析 

 (1) まずはプロトコールの保存を行いま

す。 

 

一度最後まで解析を行い、ナビゲータ

ーの      ボタンを押して

「Automatic Analysis ステップ」に

戻ってください。 

 (2) プロトコールを保存するには、ツー

ルダイア ログの      ボタンを押

してください。 

 (3) 保存するプロトコールの詳細が表示

されます。 

 

Name の欄に任意のプロトコール

名を入力することができます。パラメ

ーターとして保存されるのは、レーン

作成、バックグラウンド補正、バンド

検出、分子量キャリブレーションに関

するものです。それ以外は保存されま

せん。 

プロトコール名を入力し、各パラメー

ターを確認してください。問題なけれ

ば、「OK」を押して保存してください。 
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 (4) プロトコール一覧に保存したプロト

コールが表示されます。 

 (6) プロトコールの内容を編集、プロト

コールを複製、プロトコールを削除

する場合には、それぞれのボタンを

押してください。 

 (7) 保存されたプロトコールを使って自

動解析を行うには、プロトコール一

覧で使用したいプロトコールを選択

し、「Run Protocol」を押してくだ

さい。 
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2． 一次元電気泳動ゲルからの系統樹解析 

DGGE、PFGE、RFLP などによる 1D ゲル画像からの系統樹解析の方法を解説します。環境中や腸内の微生

物叢の解析によく使われるメソッドです。 

系統樹解析を行うためには、まず、「1．一次元電気泳動ゲル／ウェスタンブロットからのバンド分子量やバ

ンド濃度の定量」のうちの下記のステップを実施してください（バンド濃度の測定に関連する操作は必要ござ

いません）。 

1－1． ソフトウェアの起動 

1－2． 画像の取り込みと修正 

1－3． レーン検出 

1－4． バックグラウンド補正 

1－5． バンド検出 

1－6． 分子量の算出 

1－10． Rf キャリブレーション 

1－11． バンドマッチング 

 バンドマッチングの最後まで行ったら続いて下記の操作を行ってください。 

 (1) レーンプロファイルウィンドウの    

ボタンを押してください。 

続いて       のどちらかを選ん

でください。 

 

それぞれの系統樹作成アルゴリズム

は下記です。 

 

   近接接合法（NJ法） 

   非加重結合法（UPGMA法） 

 

 (2) 系統樹が作成されました。 
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 (3) NJ 法では、系統樹の    を押すと、

系統樹の基準とするレーンを変更す

ることができます。 
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3． マルチプレックスデータの解析 

2 色以上で染色されたマルチプレックスデータの解析方法について説明します。基本的な操作は「1．一次元

電気泳動ゲル／ウェスタンブロットからのバンド分子量やバンド濃度の定量」」と同様です。ここでは、マル

チプレックスデータで操作が異なる部分についてのみご説明します。 

3－1． マルチプレックス画像の作成と保存 

 (1) コントロールセンターで 「Edit 

Images and Create Multiplex 

Image」を押してください。 

 (2) Image Editorが開きます。 

 

[File] – [Create Multiplex]を押し

て、マルチプレックスを構成する複

数の画像を選んで「開く」を押して

ください。 
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 (3) マルチカラーの画像が開きました。 

 

それぞれのカラーチャンネルの色を

変えるには右上の●と●の上をクリ

ックして調整してください。 

 (4) [File] – [Save] で画像を保存して

ください。 
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3－2． マルチプレックス画像の取り込みとカラーチャンネルの切り替え 

 (5) マルチカラー画像を開くには 

「Open Multiplex Image...」を押

してファイルを選び、「開く」を押し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) マルチプレックスイメージの解析で

は、それぞれの解析ステップで、イ

メージウィンドウにどのチャンネ 

ルを表示させるか切り替えることが

できます。 

 

切り替えるためにはイメージウィン

ドウ上部の             を操作しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各チャンネルを

単独で表示させ

る（シングルグル

チャンネルモー

ド） 

重ね合わせ画像を表示

（オーバーレイモード） 

表示させるチャン

ネルを選択（2 つ

以上同時に選べ

る） 
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3－3． バンド検出 

 (7) バンド検出は、重ねあわせ画像では

なく、各カラーチャンネルで別々に

行ってください。 

 

        で   を押してシン

グルチャンネルルモードにしてくだ

さい。次に表示させるチャンネル

（       ）を選択してください。

選択後、「Detect Bands」ボタンを

押して、バンド検出を行ってくださ

い。この作業を各チャンネルで繰り

返してください。 

 (8) 重ね合わせ画像を表示させると、各

チャンネルで検出されたバンドが

別々の色◆で表示されます。 
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3－4． 分子量の算出 

 (9) オーバーレイモードでは分子量マー

カーレーンの指定を行うことはでき

ません。シングルチャンネルモード

でどれかひとつのチャンネルを単独

表示させて、分子量マーカーレーン

の指定を行ってくださ い。 

 

シングルチャンネルモードでどれか

ひとつのチャンネルを表示させ、分

子量マーカーの種類の選択と分子量

マーカーレーンの指定（マーカーレ

ーンの上でクリック、複数可）を行

い「Compute Sizes」ボタンを押し

ます。別のチャンネルのバンドの分

子量も自動的に計算されます。イメ

ージウィンドウで別のチャンネルの

画像を選択して確認して下さい。 

 

それぞれのチャンネルで分子量マー

カーレーンの指定を別々に行いたい

場合は、「Calibrate on each 

channel」のチェックボックスにチ

ェックを入れてください。 

 

 

3－5． ガウシアン・フィッティング 

 (10)  ガウシアン・フィッティングは、オ

ーバーレイモードで行っていただく

と、各チャンネルに自動適用されま

す。 

 

ただし、レーンプロファイルウィン

ドウでのマニュアル調整を行う場合

は、シングルチャンネルモードで行

っていただく必要がございます。 
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3－6． バンド量のキャリブレーション 

 (11)  バンド量の定量はシングルチャン

ネルモードで、各チャンネルごとに

別々に行います。キャリブレーショ

ンスタンダードも各チャンネルで

別々に設定する必要がございます。 

 

 

イメージウィンドウにどれかひとつ

のチャンネルを表示させ、分子量キャ

リブレーションを行ってください。そ

の作業を各チャンネルで繰り返して

ください。 

 

3－7． ノーマライゼーション 

 

 (12)  マルチプレックスイメージではレ

ーン間（サンプル間）での ローディ

ングの違いの補正（ノーマライゼー

ション）が可能です。主にウェスタ

ンブロッティングにおけるバンド定

量の補正に使用します。 

 

２つのノーマライゼーション方法を

ご選択いただくことができます。 

⚫  Housekeeping Proteins/Genes 

GAPDH、β-actin、tubulin などのハウ

スキーピングタンパク質（遺伝子）がレ

ーン間（サンプル間）で発現変動しない

という前提でノーマライゼーションを行

います。 

⚫  Total Protein Normalisation 

各レーンのバンドの総量はレーン間で変

動しないという前提でノーマライゼーシ

ョンを行います。 

 

ノーマライゼーションを行いたくな

いときは「No normalization」を選

択してください。 

 

以下にそれぞれの方法の操作方法に

ついて ご説明します。 
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 (13)  Housekeeping Proteins/Genes  

法について説明します。 

 

「Housekeeping Proteins/Genes」

を選択してください。 

 (14) ハウスキーピングタンパク質が含

まれるチャンネルを選択してくだ

さい。 

 

選択したチャンネルの中で最も

大きなバンドがリファレンスバ

ンドとなります。このリファレン

スバンドのボリュームに対して、

各レーンで最も大きなバンドの

ボリュームの比率が計算され、こ

れがノーマライゼーション係数 

(NF)となります。 

 

Normalisation factor (NF) 

volume of band in lane  

volume of reference band 

 (15)  サンプルチャンネル（（14）で 

選ばなかったチャンネル）の各 

バンドのボリュームが下記の式 

で補正されノーマライゼーショ 

ンボリュームが算出されます。 

 

Normalised volume  

raw volume of each band 

normalisaton factor (NF) 

 

 

ノーマライゼーション後のバンド

ボリュームは、メジャーメントウィ

ンドウのNorm’d Vol 欄に表示さ

れます。 

＝ 

＝ 
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 (16)  Total Protein Normalisation   

法について説明し ます。 

 

「Total Protein Normalisation」

を選択してください。 

 (17)  リファレンスとなるレーンが含 

まれるチャンネルとリファレン 

スレーンを選んでください。 

 

ノーマライゼーション係数(NF)が

下の数式で計算されます。 

 

Normalisation factor (NF)  

volume of all the material in lane 

volume of all the material in ref lane 

 (18) （17）で選ばなかったすべての 

レーンについて、各バンドのノ 

ーマライゼーションボリュー  

ムが下記の式で算出されます。 

 

Normalised volume  

raw volume of each band 

normalisaton factor (NF) 

 

ノーマライゼーション後のバンド

ボリュームは、メジャーメントウィ

ンドウの Norm’d Vol 欄 に表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

＝ 

＝ 
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4． ウェスタンブロットからのバンド濃度の定量（Analysis Toolbox） 

特定のバンドの相対定量が目的の場合は、Analysis Toolboxを使用すると便利です。 

 

4－1． ソフトウェアの起動 

 

 (1) デスクトップの    アイコンをダ

ブルクリック してください。 

 (2) コントロールセンターが開きます。

4 つの解析モードがあります。「1D 

Gel / Western Blot analysis」を選

んでクリックしてください。 

 (3) 解析画面が開きます。解析はスクリ

ーン上部のナビゲートにしたがって

左から右に向かって順に進めていき

ます。各画面については下記をご参

照ください。 

A)  ツールダイアログ  

解析を実施するためのツール 

B) イメージウィンドウ 

ゲルやブロットの画像 

C) レーンプロファイルウィンドウ  

各レーンの縦断プロファイル 

D) メジャーメントウィンドウ  

数値データ（定量結果） 

 

A 

C 

D 

B 
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4－2． 画像の取り込みと修正 

 操作方法は「１． 一次元電気泳動ゲル／ウェスタンブロットからのバンド分子量やバンド濃度の定量」と同じ

です。本ガイド「１－２．画像の取り込みと修正」を参照に操作を進めてください。 

 

4－3． ROIの設定 

 

 (4) 検出枠（定量枠） の設定を行いま

す。 

 

ナビゲーターで「Draw Shapes」

が選択されていることを確認して

ください。 

 (5) イメージを拡大するには、イメージ

ウィンドウ の上のツールアイコン

から    を選んで、イメージ上でク

リック＆ドラッグしてください。 
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 (6) ツールダイアログで     ツール

（Rectangle ツール）を選択し、

イメージウィンドウ上で定量し

たいバンドをクリック＆ドラッ

グで囲んでください。 

 

囲んだ枠に含まれる定量値が数値

化されて、メジャーメントウィン

ドウに表示されます。 

 (7)     ツールを選択し、先ほど囲ん

だ枠の上で一度クリックすると

その枠が選択されます。 

 

右クリック→Copy を押し、イメ

ージ上の任意の場所で再び右クリ

ック→Pasteすると同じ大きさの

枠がコピーされます。Pasteを繰り

返し、必要な数の検出枠をコピー

してください。 

 

➢  検出枠の番号には自動的に連番が

ふられます。任意の名前に変えたい

ときは、メジャーメントウィンドウ

のNameに入力して書き換え てく

ださい。 

 (8)      ツールで、コピーしたそれ

ぞれの検出枠を選択し、目的の

バンドに移動させてください。 

 

検出枠のサイズは緑枠の角と四

辺の□を動かして調整できま

す。 

 

それぞれの枠を個別に消したい

ときは、消去したい枠を選択し、

右クリック→Delete を押して

ください。すべての枠を消した

いときは、「Delete all shapes」

ボタンを押してください。 

 

検出枠の設定が終わったら、ナ

ビゲーター の     ボタンを

押して、次に進んでください。 
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4－4． バックグラウンド補正 

 

 (9) バックグラウウド補正を行います。 

 

    ツールを選び、イメージウィン

ドウでクリック＆ドラッグして、バ

ックグラウンド補正を適用する検出

枠をすべて選択してください。 

 

➢  検出枠をクリックすることで1つずつ

補正を行うことも可能です。 

 (10) ツールダイアログの Background  

method から 補正の方法を１つ選 

んでください。 

⚫  None 

補正を行いません。 

⚫  Local Average 

検出枠の外周の全ピクセル強度の平

均値をバックグラウンドとします。 

⚫  Local Median 

検出枠の外周の全ピクセル強度の中

央値をバックグラウンドとします。 

⚫  Histogram Peak  

検出枠と同じ幅の帯をゲルの上から 

下まで設定し、その範囲内の全ピクセ

ル強度の中の最頻値をバックグラウ

ンドとします。 

⚫  Background Shape  

バックグラウンドとする領域を自分

で設定します。領域を設定しないと選

択できません。操作 (11) をご参照く

ださい。 

補正方法を選択すると、メジャーメ

ントウィンドウの Background 

欄とBackground Level 欄に数値

が表示されます。 

➢  操作（9）で 1つの検出枠だけを選

択した場合はその検出枠のバックグ

ラウンド値だけが表示されます。操作

（9）と操 作（10）を繰り消すこと

で各検出枠をそれぞれ別々の方法で

補正することも可能です。 

➢  「Clear all Background」を押すと

最初からやり直すことができます。 
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 (11)  Background Shape 法でバッ

クグラウンド領域を設定する

には、まず     ツールあるい

は     ツールを選び、イメー

ジウィンドウでバックグラウ

ンドに指定する領域をクリッ

ク＆ドラッグで囲んでくださ

い（左の例では５番の検出枠）。 

 (12)  次に、     ツールで操作（11）

で作成した枠をクリックして選

択してください。 

 

「Background Shape」を選択

すると、バックグラウンド値が

算出されます。バックグラウン

ド領域の全ピクセル強度の平均 

値がバックグラウンド値となり

ます。 

 (13) バックグラウンド補正が終わっ

たら、ナビゲ ーターの      

ボタンを押して、次に進んでく

ださい。 
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4－5． アノテーション 

 

 (14)  イメージウィンドウ上で各バンド

にバンド名などのメモを付与する

ことができます。 

 

メモを追加したいバンドの上でクリ

ックし、ボックスに入力してくださ

い。 

 (15) フォントタイプ、フォントサイズ、

枠の形、枠の 背景色、線の太さ、

線の色などはツールダイ アログで

変更することが可能です。 

 

メモを消したい時は、「Delete 

Selected」ボタンを押してくださ

い。 
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5． 解析ファイルの保存と呼び出し 

解析を行い右上の   を押してソフトウェアを終了すると、解析結果は自動的に保存されます。 

次回ソフトウェアを開くと、最後に解析した画像が開きますので、続けて解析を行う場合は、ナビゲーターバ

ーをそのステップまで進めて解析を続けてください。 

以前に解析したファイルを開きたい時は、その画像ファイルを開くと自動的に解析が終わった状態で開くこと

ができます。 

 

 

6． 解析結果のエクスポート 

解析の終わった数値データあるいは画像データを出力する方法を説明します。 

6－1． 数値データのエクスポート 

 

 (1) メジャーメントウィンドウに表示

された数値データをエクセルファ

イルにエクスポートすることがで

きます。 

 

[Export] – [Export 

Measurements to Excel] を押し

てください。 

 

➢ エクスポートされるのはメジャー

メントウィンドウで表示中のタブ

です（例えば Current Lane タブ

を表示しているときは Current 

Lane タブの内容がエクスポート

されます）。エクスポートする内容

を変えたい時はタブを切り替えて

ください。 

 (2) 自動的にエクスポートが行われエ

クセルが立ち上がります。 
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 (3) レーンプロファイルの元となっ

ている数値データをエクスポー

トすることも可能です。 

 

[Export] – [Export Lane Profile 

to File] を押し、エクセルを開い

てデータを貼り付けてください。 

 

6－2． 画像データのエクスポート 

 

 (4) 表示中の各ウィンドウを画像デー

タとしてエ クスポートすることが

可能です。 

 

[Export] – [Export to Clipboard] 

を選び、右サイドメニューからエク

スポートしたいウィンドウを選んで

ください。クリップボードにコピー

されます。 

 (5) コピーしたデータは、アプリケーシ

ョンで貼り付けることができます

（左の例では、パワーポイントにイ

メージウィンドウを貼り付けてい 

ます）。 

 

➢ ソフトウェア上でウィンドウを

拡大して いると、拡大されたま

までコ ピーされます。全体像を

コピーしたい場合は、[Menu] – 

[Export] – [Image Export  

Options] で 「Whole  of  the 

Image」にチェックを入れてく

ださい。 
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 (6) 画像をファイルとして保存する

こともできます。 

 

[Export] – [Export to File] を 

選び、右サイドメニューからエク

スポートしたいウィンドウを選ん

でください。bmpファイルとして

保存していただけます。 
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